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DuMA ニュースレター                                   2020年６月１日 

東京湾内で少しまとまった地震活動が発生 

  ５月２０日以降、東京湾内で少しまとまった地震活動が発生しています。もともと東京湾内は浅い地

震が少なく、前回の活動といえるのは、2015年 12月でした。今回の活動はそれ以来と言えるもので

す。この時の地震活動につきましては、2016年 1月 5日配信のニュースレターで解説しています。本

号と合わせて、DuMAのサイトでぜひご覧くださいませ。 

https://81c1f401-8255-4400-bbe6-0dc52af6e908.filesusr.com/ugd/a5cf57_cf91e1bd94da4dcbb6d7524bb99f1943.pdf 

 この東京湾中央部には活断層は同定されていません。というのは、活断層を同定するには、陸域で

は、まず航空写真で直線上の地形を探します。海域では、主に船舶を用いた「反射法地震探査」という

ものが最初に行われます。ところが、この反射法地震探査のためには、非常に長いセンサーを観測船か

ら曳航する必要があり（時には何キロメートルにもなる）、東京湾のように交通量が多い湾内では、観測

自体が極めて困難なのです。そのため、活断層が無いというのではなく、発見されていない（観測が行

われていない）という状態が今後も続きます。 

 次の図は２０２０年１月１日から５月２９日までの東京およびその周辺における地震活動です。マグニチ

ュード１．６以上の地震をすべて図示しています。 
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https://81c1f401-8255-4400-bbe6-0dc52af6e908.filesusr.com/ugd/a5cf57_cf91e1bd94da4dcbb6d7524bb99f1943.pdf
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次にお示しする図は前ページの図の、多角形で囲んだ領域について、地震がどのように発生したかの

時系列を図示したものです。 

 

 現時点で、この地震活動がさらに大きな地震につながるような変化は観測されていませんが、首都東

京に近い所での活動であり、今後の推移に注目していかなければならないと思います。 

 ちなみに地震学における過去の経験則では、このようなパターンの小さなまとまった地震活動が、非

常に大きな地震の前兆となる可能性は極めて小さいと考えられています。 

 

 

東北地方海域の地下天気図® 

 ４月２０日のニュースレターに引き続き、東北地方沖合の海域（含：一部陸域）で発生するマグニチュー

ド７クラスの地震に特化した解析です。 

 今週は５月２９日時点の M タイプと L タイプの両方の地下天気図をお示しします。前回報告させて頂

いた北海道・襟裳岬近傍（図中の■）の地震活動静穏化の異常が消えている事がわかりました。 

 また M タイプと L タイプの双方の地下天気図で、房総半島南東沖に新たな地震活動の静穏化異常

が出現している事が判明しました。 

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
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次にお示しする図は図中の■の襟裳岬沖における RTM時間変化のグラフです。 

 

 グラフからはまだ完全に静穏化が解消したのでは無い事がわかりました（グラフが完全にゼロまで戻っ

ていないため）。 
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